
２０１９年  ５月  ５日 ≪ 聖 餐 式 ≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美  聖歌４８０番 & ～ほめよ、イエスの御名を～ 

パウロの祈り① 

聖  書  ➀コリント人への第一の手紙１３章８～１３節                                                                                   

      ➁コリント人への第二の手紙６章１～１０節 

特別賛美  原田恵姉＆池田宏里兄 

メッセージ  ➀「ビューティフル ハーモニー」坪井永城牧師                                                                                                                                       

      ➁「わたしたちは祝福の源」石井 潤牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献  金  聖歌２２９番「おどろくばかりの」 

祝  祷              〔献金当番：青木姉・渡辺姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～あなたはわが力～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、執事会を行います。来週のバーベキューについて。 

２．今週の祈祷会：☆早天祈祷会、明日朝６時～。☆定例の祈祷会、木曜午前

10時半～、夜７時半～。メッセ―ジは川井宣教師。☆準備祈祷会、土曜夜８時。 

３．来週の日曜は母の日(礼拝では誕生祝福式)。お昼はバーベキュー（教会前）。 

 
 

   

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔５/５～/１２〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
列王紀上 
１０・１１章 

１２・ 
１３章 

１４・ 
１５章 

１６－ 
１８章 

１９・ 
２０章 

２１・ 
２２章 

列王紀下 
１－３章 

４・ 
５章 

新約 
ルカ２４： 
１－３５ 

２４：３６ 
－５３ 

ヨハネ１ 
：１－２
８ 

１：２９ 
－５１ 

２章 
３：１ 
－２１ 

３：２２ 
－３６ 

４：１ 
－３０ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

５/1６(木):大手家庭集会 23(木):WOGA集会 26(日):聖歌隊 

27(月):長野家庭集会 ６/16(日):ナイト de ライトコンサート(上田文化会館) 



 
 
 
 
 
 
 

「私たち福音を宣べ伝える者たちには、次から次へと悲しむべきことが起って来るが、
心の深みにおいては、いつも生きる喜びにあふれており、財産らしいものは何一つ無

かったが、多くの人々 に測りがたいキリストの豊かな祝福を与えて富ませ、ほかの人
たちのように持っているものは何も無くても、このささげきった生活には、神の恵み
が、有形無形のあらゆるものと共に豊かに注がれたのである。」 

コリント人への第二の手紙６章１０節〔現代訳〕 
 

10連休のゴールデンウィーク終盤となりましたが、５月に入り、年号も「令和」となり、新天

皇が即位なさいました。インターネットニュースに新天皇の素顔について少し表現されていま

した。サロン（床屋さん）でのご様子です。 

「決して表には出されないが、殿下が孤独と向き合っていることを古中さんはつくづく感じ

ている。お使いになるシャンプーの銘柄ひとつとってみても殿下には選択の自由がない。いら

した時は、シャンプーの仕方を手取り足取りお伝えしたら『きちんと実践しています』と、来店

しているときは本当にくつろいでいらっしゃいました。東宮御所での頭皮ケアを時間の許す限

りご要望されていました。陛下にとって私たちが触れることは何より癒やされる時だったのでは

ないかと思います」 

皇太子の時とは比べ物にならないほどのプレッシャーをお感じになることと思います。私た

ちは憲法上象徴と呼ばれる微妙なお立場にある天皇陛下のために祈る必要があります。

太平洋戦争の時に政府によって利用されたようなことには決してなってはならない。しかし、

政治的権限が全くない状態になっている天皇陛下を守ることは国民の使命でもあると感じ

ます。政治家のためにも祈り、声を上げるべき時には声を上げることも必要であると感じます。

自由がないのは、信仰についても同じことです。私たちには自由があっても、あの方々には自

由がないのです。憲法における信教の自由は天皇陛下には当てはまらないのか？宗教的

なお立場からは自由にされることはできないのか？それでは鳥かごの中の鳥です。 

パウロは自由の身でありながら、自らキリストの奴隷として自分をキリストに捧げました。そ

れは、強制的なものではなく、神の恵みによるものでした。喜んで自分をキリストという十字

架に縛り付けたのです。神の恵みとはそれほどのものでした。新天皇陛下ご夫妻にもその神

様の豊かな恵みを知っていただきたいと心から願います。雅子様には素晴らしいクリスチャン

のご友人がおられて、アフリカのリバイバルされた教会のビデオを大川牧師経由でお渡しされ、

大川牧師に宮内庁より「確かにお渡ししました」とのご連絡が来たとのことでした。それは大

分以前になされた出来事ですが、確実に福音の種は蒔かれています。祈りましょう！ 

「わたしたちは祝福の源」 
～神の恵みを大胆に流す者となる～ 


